
。
＝
。
．
’

日
田

副詞用法のno doubt(1)
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１．はじめに

　文法化(訂ammaUc晶zaUon)とは，ある語彙項目が本来の意味や用法のはかに新た

に文法的な意味や用法を獲得レてい《過程である。文法化の過程で新しい意味が本来

の意味にとって代わるニともあるが、多くの場合，新旧の意味の具存によって、多義

化，重硝化という現象が生じる尚。

　現代英語においてno doubt という語句は文の言語や動詞の目的語として使われる

ほかに，たとえば巾のように，文修飾の副詞に似た用法がある。

巾 ａ

ｂ

No doubt itTI Fain soom

You're tired, no doubL nl make you a cup of tea.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　医wan 2005: 378)

巾のno doubtは，残りの部分で記述されているニとがらがどの程度真実であるかに

つレての話し手の判断を大している。機能的には。probably､certainlvなどの副詞や

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　¬　　　　　　　　　.　　　　　　　4/1n allprobability などの前置詞句，およびl think,↓guessなどの半天句と同様Ｔあぐ

本稿では，ニのような使い方をno doubt の出訴用法と暉ぶごとにする。

　副詞用法のno d､oubtについては，ニれまでにいくつかの先行研究において言及さ

れている．たとえば,Greenbaum(↓969: 2↓5)は，nod.ou泣か表面上名詞句の形式をと

るものの，態復啓接詞(証翁tudinal d尚und)と呼ばれる文趾詞とレて機能すると圭べ

ている，Biber e七a1.(↓999:866ド)㈲様に，態度副詞類(st皿ce ddverbid1)は文の内容に

対する話し手の態度や評価を大ずが，no doubづよ態度副詞類に側する名詞句の唯一一一ヅ)

例である，と述べている。

　しかし従来の研究においては，法副詞表現としてのno doubt の例示や記述，頻

度調査の報告にとどまっており，no doubt の譜法王の特徴を十分に明らかにしている

とは言えない。とりわけ，副詞用法のno doubt の総譜的，意味的特徴を分析し，文

法化の視点から他の法副詞表現と比較する試みはなされていない。そこで本稿では，

現代英語のコ大汗ス調査を行い，士に対応分析を用いて副詞用法のno doubt および

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一-１－
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その類義表現の使用実態を比較レ計量的な観点からno doubt の現代語法の特徴づ

けを試みる几

　以下，第ン節では，BNCコーパスからの検常例を提示しながら，no doubt の副詞

用法に性徴的な綺語的性質を記述する。第３節では，nodoubtの文中ての生起分布の

調査に基づき，他の法副詞の分布との比較を通じて，分市上の特徴を検討ずる。第連

節では，構成素修飾の使用実態を調査レ他の法副詞との比較をおこなう。このよう

な調査と分析を踏まえ，現代英語においで副詞用法のnodoubt は，法副詞表現の中で

も確信の度合しか比較的低い成員としての地位を得ていることを指摘する。第５節は

まとめである。

２．脱範躊化と語彙化

　この節では，BNCコーパスの検常例を挙げながら，現代英語ではno doubt の法副

詞用法が相当程度に確立されていることを示す。以下では，法副詞用法においてno

とdoubtの脱範躊化かそれぞれ連んでおり，もはや本来の否定限定辞あるいは名詞と

レての性質を持かないことを指摘する。

　現代英語において，no doubt という語連鎖は名詞句として用いられパ2)のように、

文の〕仁語としてあるいは動詞や前置詞の目的語として働く。

②a△Thiswasadecision of the House of Lords 25 years before the

　　　pronouncement of Lord Diplock previously quoted，and no doubt

　　　has been cast upon i仁(FI{A尚)

　　秘｀T feel‘出ere aTe too many people who cas仁no doubt on todaｿﾞs

　　　prosperous Japan.Japan is twisted and waTpedﾌﾟ(A3Ｒ)

　　(y　Jay would leave her in no doubtﾊ(AOL)

　当然ながらよ名詞用法のno d.oubtの主背部doubtは名詞の性質を水本。たとえば、

(3a,d)では複数形で現れ.，(3b)では形容詞によって限定修飾され，(3a,c川)では節補

部や前訳詞句補部を敢るニとが卵胞である。

（3）a。He had no doub胎that the androids would k111 him once his crime

　　　　had been discove即ｄ。（ＨＴＹ）

　　　秘　…，although no serious doubt is put on tじhevalidity of observation- al

　　　　data on　the police｛A5Y）

　　　c.Xveloet’s say we’ve made up for i七万or you may have no doubt

　　　　whom｛o thank for your performance at the court。（FU6）

･ m ２－

１

１

｜

｜

副詞用法のno doubt (1)

　　　　d∠H皿山『has no doubts about hisnew dub's tar郷社U強弓season,。

　　　　　(K20)

　他方，no doubt は副詞的に使われることもある。たとえば,(4)のno doubt は文二

王語あるいは動詞や前置詞の目的語のレずれでもない。ニの語句は、文が大すこしが

らの蓋然性に閉ずる話し手の評価を大しており、名付句というよりむしろprob証介入

cer説inly,ト;upposeなどの法副将表現に近い。

ｊ
‐
Ｊ

V
’

)a。Some voters no doubt entertain the same mis卯prehensionU冊W4)

　b，Recamngnodoubt the 伍te of vera and Orton Ch汪wa，kidn叫稽)ed

　　　near the border ↓O years ago and sU1口mprisoned,‥‥((万X(.;･)

　c‥‥浬u11' ol'゛｀suf'f'icient'awaFeness － qua1汀ications which recuF ln

　　　our argument without fuFther explanation， w汪hnodoubt行Ｔ出凱11堪

　　　汗equency--…(CB1､)

　名詞用法とは異なｏ、副詞用法のno doubt は完全に固定したイデケオム表現且

な十でいる。ニのため，doubtが複数形になることや補部をとるニとが許容されない

ばがりでな《，noを別の限定辞で置き換えることや，形容詞などの修飾語句を挿｛す

ることもできない。たとえば,（印に対応する（6）の各文はいずれも非文法的と刊断さ

れる。

(5)

㈲

ａ

ｂ

Ｃ

ｄ

No doubt l had a lot to learn、but this was boFing meバFAT)

You w111no doubt feelconscientiousパFEU)

He willno d()ubロンreddvery carefu1ヅ(A↓G)

She was no doubt trying to help in her own wayパＢＭＧ)

ａプNo doubts T had a lot to learn。

b.*You wm no doubt about it feelconscientious，白

cパＨｅｗ雨11廿ledoubt tFead very caref�1y･

dプShe was no seFious/grave doubt trying to help in her own w浪ｙ

　副詞用法のno doubt においては，doubtの名詞的性質が失われているばかりでな《，

否定的限定辞noの本来の性質も失われている。たとえば，Emonds（1976戸こよれば，

否定辞類を含む構成素が文頭に前置されると，主語と助動詞の倒潰が引き起こされる。

しかし副詞用法のno doubtが文頭に生じていてもﾉけ能力動詞倒潰は起こらなし六大

-一一jレー-
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(7)

(8)

ａ

ｂ

Ｃ

Under no conditions mav they ↓eave tﾑhearea.

Never have T had to borrow nloney･

Nothing did T see that Tliked。（Emonds↓976: 28）

a. No doubt you willfindadvancement here.(FSE)

b.*No doubt wm you findadvancement here。

　第２に，否定的限定辞のnoはいわゆる否定極性項目(ne卵tive polarity item)を認

可することができるパ9)のように，名詞用法のno doubいよat a11,what(so)eyerなど

を伴うことがある。こ.れに対レ法趾詞用法のno doubt は二れらの語句を認可でき

ない．

(9)a.‥.and she had no doubt at all as to who had been issuing orders.

　　(HGK)

　　b.Simon PeteF has no doub七whatever tha引ｔ ｒｅｍａｉｎｓｉｍｍｍｅｎＬ‥(ＥＤＹ)

ａｊ
ｏｌぐ

ｂ

*She will no doubt at a1□ose her mind。

*No doubt whateveF she win lose her mind.

　最後に，BeHe雨1977パ石去性と否定の関係に関して次のように述べている，すなわ

ち，話し手が命題内容の蓋然性を査定する際パ1Ta)のように命題の粁既に腸する確信

の度合いは異なりうるけれども,(↓1b)のように否定的な確信をもナて査定する二と

はありえない．実際,(12)のように法副詞として使われるとき，no doubt は全体とし

て否定的意味合いを持だない。

(１Ｄ ａ

　ｂ

{Probably/Undoutedly卜lohn has/will come。

{*Do削五山y/*Not probably },John has/wm come。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(Bellert↓977: 343-344)

　　(↓2)No doubt/ohn ha牡wi1レome。

　これまで観察してきたように，副詞用法のno doubt は常にニの形で使われる固定

表現である．名詞句のno doub聯)とは対照的に，副詞用法では，noもdoubtも本来

の綺語的性質を示さない。したがって，ニの用法のno doubt は分析的にではなく，む

しろ全体としてひとつの単位として扱うのが適切であろう。この考えは次のような事

実とも符合すると思われ.る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－４－

｜

｜

ｌ

ｉ

ｌ

｜

Ｉ

副詞用法のno doubt (1)

(13)a。His di汀icultyisaccornpanied by a no doubt symptom計ic increasing

　　　　distrus七〇funiversals so tha仁…(CTY)

　　　b、The warden's w汀e at the Beinn E毎he Nature Reserve tしoldme the

　　　　no doubt apocryphal tale of a travellerin Northern Canada

　　　　laboriously…(B↓N)

　　　c.He knew that it would make her feeonferior and stupid and

　　　　ins汝nificantbeside the sultry Dominoandher nodoubt dazzling

　　　　sexual experien�　リＹＤ)

　ニれらの例ては，no doub七が冠詞や所有格代名詞などの直後に生し∧判背部名詞を

前位修飾する形容詞をさらに前位修飾している。このような，いわゆる連接構造の３

次語(柚rtiary)の位置に生じうるのは，程度，心的態度，および焦点化の副詞などに

限られる。特に、名詞句の限定辞に後続する場合，複雑な構造を持つ表現は生じにく

く，事実上〕L語の語に限られるように見える尚。

　ニの節では，名詞用法と対照さ廿ながら，副詞用法のnodoubt の綺語的特徴を考察

してきた。副詞用法のno doubt は脱範躊化か連んで名詞的性質を矢き犬全体とレ゛でT

ひとつの法副詞として語彙化されていると考えられる白。

３．文中での生起位置

　この節では，文中での生起位置に関して副詞用法のno doubtが典型的な法副詞と

基本的に同じであることを例証していぐ次に、BNCコー几スの調査に基づき，副詞

用法のno doubt の分布と他の類似表現の分布を比較レ定量的な特徴づけを試みる，

　英語の副詞の分類と分布に関しては，GFeenbaum(↓969)/ackendo汀(↓972),BeHe吋

(1977),Ernst(1984)などの先行研究がある。中でもJackendo印!972戸ま，副詞の生起

する位置はその副詞の意味特性に応じて構造的に決定されると仮定レ各種の副詞の

分布に関する事実を説明している．たとえば，probablyやcer脳1nlyなどの法副詞は、

(14)のように，主語の前後，第１助動詞の前後，および文末位置に現れうる。(↓5)が

示すように，ニれらの位置はＳに直接支配される位置である.Jackendo汀によれぼ

法副詞も含めて一般に文副詞は，文全体を修飾する機能を果九才ためには，ニのよう

な構造上の要請を満たさなければならない。

（１４）ａ

　　ｂ

　　Ｃ

　　ｄ

Probably，George w1111ose his mind，

George probably wi111ose his mind。

George will proba/bly lose his mind，

George w11口ose his mind， probably･

　　　　　　　　　　　　　　　　((1仙，c)はJackendo汀↓972，p,75から引用)

　　　　　　　　　　　　　　　･---５一一
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表１や図１から，対象の法副詞の位置ごとの生起頻度については、文中位置が犬半斗

占め、次いで文頭、文末の順である点が共通しているニとがれかる。より詳細に副詞

用法のno doubt の生起分布をprobablyやdoubtlessの分布と比較しﾀﾞ゛゛ぐT.j゛みること:1，，j｀万,矢〕ﾌﾞ､Cﾋt

と文末位置での使用比率が多く，文中に生じる比率が比較的少ない二とがわかる十宋

　３つの法副詞表現の使用分参上の特徴をさらに探るためにべ吝生起位置ご〕彿白唐)…………-

タに対応分析(correspondence analysis)を適用してみる九関２はバ右サテゴトゾ去

副詞表現)と列カテゴリ(生起位置)の得点を同時表示したバイブロッtヽ゛千万7‘,,まﾔﾆ,､,ぺL.･,j　一

方，図３の几イプロットは，各生起位置での出現頻度をコンマの有無に応白丁細分し

て集計レその頻度データに対応分析を行った結果である。
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ｊL
n
↓ぐ Ｓ

（Ａ）　ＮＰ　（Ｂ）　ＡＵＸ　（Ｃ）　ＶＰ　（,Ｄ）

　　／／／＼＼＼

　／　　　　＼へ
帽石谷ふ

wi11. 1ose his mind

　no doubtが文修飾の法副詞として機能するには，主語の前後，第１助動詞の前後，

および文末位置に生じなければならない。下の(↓6)のような例は，副詞用法のno

doubtがまさしく法趾詞の生起が予想される位置に実際に現れることを示している。

(16)a， No doubt，Callaghan had hislimitations.(A66)

　　　b，European Monetary union no doubt w出demand theinvention of the

　　　　Pecu,thePersona1European Currency unit.(ANX)

　　　(九　Thee汀ectsw雨no doubt have been revealedduring the ARC.

　　　　(G37)

　　　d、Theunder-Secretary w111have a chnce to catch Mr. Speak�s eye

　　　　!uter,nodoubL (HHW)

　次に，現代英語における副詞用法のnodoubt の使用実態を調査レ定量的な観点か

らその類似表現との比較を行ってみたい。ニこでは，副詞用法のno doubt と同様の

機能をもつ表現としてprobablyとdoubtlessを取り上げることにする。表１は，これ

らの表現がBNCコーパス中で使用される頻度を生起位置ごとに集計した結果を示し

ている。喪中の括弧内の数字は，調査対象の表現がコンマによって文の残りから切り

離されている使用例の数である。

　　　　　　　表I　BNCコーパスにおける生起位置ごとの出現頻度
　　文頭

( コ ン マ 程 )

･ - 〃 〃 ¶ r ¶ ¥ ゆ - 6 φ u r a k - a j u 〃 ぼ w 回 ' 9 ' ' ゝ r a ･ ･ j ･

　 　 口 2 3

　 　 開 3 )

14↓

(川

---－一一
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(250)
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(コンマ郁

↓,868
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－一一
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　 　 2 ↓ 8
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　 　 2

　 　 巾
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６ -一一
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　 6 1

　 1 2 6

↓

↓88

計

3､461

25.991

840

30､312

no doubt

probably

doubtless

計

ｌ

‐

―

―

O% 20%

副詞用法のno doubt(1)

図↓は，調査項目に関して生起位置ごとの相対頻度を図示したものである。

no doubt

probably

doubtless
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図I　BNCコーパスにおける調査項目の生起位置別の相対頻度
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図2　法副詞表現と生起位置のパイフロット
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図3　法副詞表現と生起位置Ｏンマ有無)のパイプロット
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　図２から，probablyぱ文中位置，no doub且ま文頭および文末位置とそれぞれ強く関

連しているニとが特徴的と言える。一一一方，図３からは，probablyは文中位置でコンマ

８－

副詞用法のno doubt (1)

を伴わないことが顕著な特徴であるのに対レno doubt は文頭，文中，文末いずれの

位置でもコンマを伴うニどが特徴的であると言える。

　これまで見てきたように，副司用法のnod()ubt､か文中Ｔ生起可能な位置の範囲は，

典型的法副詞のprobablyと単なる。すなわちいprobabけが生起可能な位置にはno

doubtもまた生起可能である。二の意味では，no doubt は紛れもな《法副詞の－土匪で

あるど言えよう。しかしno doubt とprobablyの水松分布を量的な観点がら比ﾚ較し

てみると，財者の間に特徴的と見える差異がいくつか見つかる。すなわち，no doubt

の文中位置での生起はprobablyばと〕多くはなく。との他社付設においてもコじ∠づ'=､則て〕、

よって文の残りから切り離されるニとがよＯ多ﾚﾊ　ﾆ寸|⊃の果実が止確に何を意味す

るかは今後の研究を待たねばならない∧

４．構成素修飾

　副詞用法のno d,oubtはレ文中での生起位置ばかりでなく，それが修飾しうる構成素

の種類に関しても，典型的な法副詞と同様の性質を示す。岡困(↓985バニよれば　法副

詞のpossiblyなどはＳ節点に直接支配される位置に現れていても，文全体⊇はな《，

焦点となる一一構成素のみを局地的に修飾するニとができる。この現象は特使化

(1ocahzation)と呼ばれっ法副詞およびonly､justなどの焦点化副詞にずち通する性貧で

ある。さらに，ニれらの副詞は,(17b)のようにごそれが修飾する構成果の直前に置か

れることもある．

（17）a

　b

Possibly，J’ohnwent to Chicago by caL

John went to Chicago possibly by caL （岡田1985:↑47）

　典型的な法副詞は，文に限らず多様な椎類の構成素を修飾できる白,。［恪｛＼レ‥ヽj白《

ス中の実例から、副詞用法のno doubtが文以外の構成素を修飾可能である二九は明

らかである．たとえば，（18a）では名詞句を，（↓8b）では形容詞句を，（18cﾄﾞでは動詞句

を，（18d）では前説詞句を，（18eﾄﾞごは副詞句をそれぞれ修飾している。

(18)a.べvith great patience and no doubt a certain amount o仁pFide証oF

　　　　　herehe was expert，he minutely descr汁)edthe culnvation of

　　　　　pineapples，…(ALU)

　　　b，These｀glimpsesy however， are tenuous，and no doubt capable of

　　　　　alternativeexplanaUonsづALN)

　　　c。　Furthermore、thepolice themselves are invo↓vedin the creation of

　　　　　mythsand legends which can help to t江mate the public and no

　　　　　doubtexcite tじheimagination of potentialim往ators，(CS↓)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一9一一



人文論究　第79号

d. To understand this feelingof outrage，you must understand 七he

　imbalance inherent in my marriage， and no doubt in many others，

　(B↓9)

e.So his son，no doubt unwimngly， was compelled to mount an

　expedition to dl.sdphne the count。(EA7)

加えて、副詞用法のno doubいま多稜多様な節も修飾できる。(19a)ではthat節、(↓9b，

c)では分詞構文，(↓9d)では目的の不定調節，(19e)では時制のついた疑問詞節、(19f)

では副詞的従属節を修飾している。

(19)よThe g汀ted young women re行゛edtedbehind white Tudor-e汀ect doors、

　　　　each convinced, no doubt, that hers would be the marriage of exception.

　　　　(EDU)

　　　b.　0nlooking around he was staring at us，no doubt wondeFing wha仁I

　　　　was doing mｾﾞching along with the French Commandos{A6↓)

　　　c，　AnEnglish a1rcFaft，no doubt hit by anU-aircraft nre，crashed on a

　　　　house in the v111ageof Bourbourg (Tourlavilleト‥(CLU)

　　　d. ylcan imagine wha払出e real purpose of that coffee bFeak was …xo

　　　　doubt to brief you in your ro!e as romantic go-between/' (JXT)

　　　(九PeFhaps肘≒you'd毎s□lke to remind us eFm， what your stFategy is and

　　　　no doubt how unfair you fe且that comment was?　(HYE)

　　　fJ　Partlyno doubt because Bob had been brought up in Thornいn，he

　　　　was pupu1皿ｗ汪hlo(石組ｎｓ，…(Ｂ２Ｈ)

さらに，趾詞用法のno doubいま句の主要部のみを修飾することがある。たとえば，

(20a)では形容詞，(20b)では助動詞，(20c)では前置詞を修飾している，

(20)a､.‥.(11ot lj拍川ﾃﾞl)he1〔1,ians毎tue油ut比e holy, no doubレrude, old im昭(緋h計

　　　寸d1汗om heaven')(G朕ﾌﾟ)

　　阪Such comment may, and no doubt doesけrom time to time oveFsteP

　　　boundal仏3 acceptable to the individ皿lo白oca1皿thority so

　　　critidsed。(FBV)

　　c。　。‥hew出have adrink w汁h(皿don)me just as readily (orsohe

　　　makes it appear)as he will have lunch with (and no doubt on)the

　　　director oけhe US Nationa1 Science Foundation;(B7↓)

↓O－ -……11∠一一

副詞用法のno doubt (1)

　一一般に交副詞が修飾する対象は〕交である十文中の･一一部の構成素だけを修飾する刑法

は，文副詞の中でも法副詞だけに.限られる。様成果修飾は、法副詞の使い方の牡であ

まり使用額度が高くな《、どちらかと言えば周辺的な用法である。しかレ上回挙げ

た(↓8)づ20)の上うな例は,，いくぶん牲殊てあるレレて長泉の事実を示しているとい

う点て乖背である。すなわち∧謝辞用法のno doubtが多様な種類の構成素を修飾可

能であ肌他の典型的な法副詞と同様奸計法を獲得しているという事実である、

　構成果修飾の汪目ずべき特徴のひとつは土子れが等位接続構造Ｘ皿d Adv Y の牡で

多用されるニとてある(几たとえば毎に挙げた寸|泉ﾄ好尚柚U20bノドをけじめ土し

て，次の(2Dもその上うな例である。

ｘ
ー
ノ
ー
ー

０
乙
ぐ
、

a。TheFe were a nT11111onMueU匹ｓｍＧ肘皿肘!/y皿id no doubt 叙good

　many Louise Mue↓1ers油ｕ仁‥田20)

匯Some say thernen xveFe aTmed。o腫1e匹n､o仁Ad証倍加even])e聯n8

　abou七whdheレthe aFnTty 鍋rlot回付tH平叙回付le壮柚耳肘寸ｍ刊T)ym1詰

　nervous and no doubt 加ｎ肝油d tensionバＡΛ□)

ｃ Ｔｉｍｉｎ臣hasa↓ways been， and no doubt w雨 always be，a sub抑dof

　de隔加ﾊﾟＣＭＭ)

　ニのように，副詞用法のno doubドよ等位接続構造の第２煩を前位修飾する位置に

多く現れるように見える。ニの観察が実際に妥当千あるか言テかは、昇位接続詞and

とno doubt加工の順序で其起ずる確率を定量的に調べるニと千検証できる。

Kil郷ri汀(1.996)は，ＢＮＣコーパスで頻度５以七のす几･'べての語の頻度リストを提供L………″でT'

いる∧BNCの総語数は約レ能語(土俵にはU)O』.0卵辻札告)千犬その牡でatldは頻度

表２　ＢＮＣコーパスにおける法副詞表現と等位接続詞andの共起

　　法副詞

　　　(ｙ)

--一一--一一一一－一一一一一一

possibly

doubtless

no doubt

certainly

probably

obvious↓V

surely

dearly
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第４位で合計2,682,863回出現する。平均するとテキスト↓00語中約2.68語を占める

計算になる。表２は、副詞用法のno doubtおよび主要な法副詞に関して，ＢＮＣコー

几スにおける観測度数，共起度数(当該副詞がandの直後に生じる回数)と其起比率

(当該副詞の総頻度に占める共起度数の糾合)，期待度数(当該副詞とandの頻度から

予想される共起度数)，およびandとの相互情報量(mutural information, MI)の値と

その有意性判断を示している(几

　ニの頻度分析の結果から、上述の観察の妥当性が統計的に裏付けられると言える。

趾詞用法のno doubtがandに後続する割合は全体の↓割近く(8.54%)を占めるばかり

でなく、MT得点の値はandとno doubt の緋びつきが統計的に有意に強いことを示し

ている。

　次に，MI得点に関してno doub七と他の法副詞を比較レてみよう。Ｍ!得点はコロ

ケー-ションの強さを示す指標である．表２ではandとのMI得点の高い順に法副詞を

並べている．今回調査した古副詞の中ではpossiblyのMI得点が最も高く，次いで

doubtless、nodoulbtの順に並ぶ。ニれらのMI得点は統計的に有意であることから，

寸こ位３つの法副詞はand直後の位置に特によく使用される二とがわかる．二れに対レ

certainly,probably,surelyド1early,undoubtedlyなどの法副詞はニの位置ではそれ

ばと多用されない､，二の二とから，文の内容に対する話し手の確忖度が比較的低い法

副詞は二の位置でよく使用されるのに対レ確信度の比較的高い法趾詞は二の位置に

あまり現れない傾向が読み取れる。

　上述の傾向は次のように解釈できると思われる。よく知られているように，等位接

続構造x and Y では，原則的に第１項Ｘと第２項Ｙが綺語的に玉意味的にも[司等の

要素でなければならない．これを語用論的に見ると，聞き手はandを聞いた時点で、

andの前のＸと同等の要素がandの次に来ることを予期する。このとき，話し手が

ＹをＸと真に同等とみなしているなら、等位構造の典型的なケ犬スてあるから、話し

手は等位構造をそのままの形で使えばよい。他方，話し手がＹのＸに対する同等性に

多少の疑問を抱いていれば，開巻既に関して何らかの留保を付け加える必要が生じる。

そのような表現のひとつが，開巻|生に関する話し手の確信の度合いを表す法副詞であ

る○　等位構造は本来的に接続項の問答既を想定しているので，項の同等性が典型から

離れるに従い、すなわち、同等性に姉する話し手の確信の度合いが低《なるに従い，

留保条件を付加ずる石茸性が強《なるだろう。　したがって，andとＹの関に確信の度

合いの低いタイプの法副詞が多《用いられる傾向が生じるごやがて，andの直後に法

財詞が生じていると，聞き手はそれが項の同等性に対する話し手の確信度の低さを表

すと推測するようになる。

　no doubt は文字通いこは｢疑念の皆無｣を意味するが，副詞用法の意味はよ予想に

反して，without(a)doubtやundoubtedlyなどと同義てはない。むしろ、表２が示す

ように、副詞用法のno doubt はことがらの真実性に対する確信が比較的低い法副詞

　　　　　　　　　　　　　　　　　－↓2－

副詞用法のno doubt 巾

のグループに属する。もしno doubt 万古される話し手の確信の度合いが実際回教ド

した，あるいは低下しつつあると才ればごその-一一囚としてﾄ述の語用談的推論の俳化

か考えられる几すなわち、第２等位接続項を修飾ずるのは典型的には確信度合い

の低い法副詞である。談話におレて副詞用法のno doubtがandと典起する順良や比

率が高まると，聞き手の側で上述のような語用談的推倫がくり返され、特定の推論が

強化されていく。その結果として、本来の意味から語用談的に推論される意味への推

移が生じると考えられる。

　二の節では，副詞用法のno doubt が交以外の構成素を修飾ずる事例今晩か……特･･とてT.‘､、

等位接続された第２項を前位修飾する用法に注目した。この用法の成立が特定め謳巾

偏的推論を誘発レ　ニの用法の談話頻度が高まるに二)れてその推論が強化きれて∧レヘ

語用談的推論の強化がno d.oubtの大才確信の度合いを低下させる要闘士{､｡..∇''゛'ﾆちえﾚj

れることを指摘した．

５．まとめ

　本橋は、現代英語のコーパス訓告に基づき，副詞用法のno doubtの語法ﾚの特徴を

検討してきた。まず第いこ，副詞用法のno doubtはもはや名詞的性質を完全に消失･

して土圧本来の名付用法と著しい対照を示す。第訓こ，財詞用法のno dou6t は全ｺﾞ参

として１語の法副詞として機能してお肌文中で生起レうる竹沢は他の法副詞が生起

しうる位置と同じである．ただし　生起位置の頻度分析を行うと，典型的な法副詞の

分布とはいくぶん異なる特徴が観察される．ニの事実を解明ずるににL，法副詞の典塑

性を測定する仕度としての分布頻度，法副詞用法の成立時期との関連をさらご検討す

る必要がある．第３に，副詞用法のno doubt は構蔵本修飾の機能がよ◇発達ﾐ∧づﾀﾞ゛し･･

る。とりわけ，等位接続された第２項の修飾語とし〕ご多几jされる傾向かおる。二言位

置での頻度の増加は特定の語用論的推論を強化レno doubt本来の確信度の高さ寸借1

対的に低下させる効果をもたらすと考えられる。

　本格では副詞用法のno doubt の語法七の特徴を明らかにするために　〕ｺ…………,･･く｀ﾉ,･ﾀﾞ､入府I

査の結果に基づき，他の法副詞表現との比較を試みた。現代英語①ﾛﾐno do前述Ａ古

す確信の度合いは法副詞の中では比較的低い部類に位置するように見える。本橋け〕,)糸･占｀

論を発展させて，より圧確か特徴づけを得るには，さらに多《の文法、語法項目につ

いて調査を行い，適切な統計手法を用いて解析ずる必要がある。その過程で，他の文

法化現象に共通して関わるメカニズム，特に頻腹背因の効果を明らかにする二とが今

後の課題となるだろう．

注

＊本稿は，2009年６月13目北海道教育大学函館校で開催された平成21年度函館英語

英文≠会において「No doubt の語法とその周辺」という題目牡下で□頭発表しか原

1牛－
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稿を加筆，修正しかものの前半部分フある。貴重なコメントをいただいた上山恭男氏

と，インフォーマントとしてご協牡いただいたAndre P;lrsons氏に感謝の意を記したい。

(1でraugo且and Dasher(2001)やHopper(199↓)などにおいて，多義化レ重刑化の典型

例がいくつか挙げられている。

白二二ではno doubtがいつ，どの上うに法副詞機能を獲得したかについての考察は

しない。その文法化プロ七スの経緯とメカニズムについては稿を改めて検討したい。

(引例文の後に付した，括弧内の３文字はＢＮＣコーパスにおけるテキストを表レてい

る。

白ＢＮＣコーダベスの中に，0)の上うに、no d.oub七部前置詞句袖部を敢っ万いる上うに

見える例がある。

　(1)a, The oFph皿昭e was where she'd developed her perい〕ongue,no doubtj

　　　　計)ouO仁(CKE)

　　　b.They lived wel↓1nM贈dalen匹o doubt on仁(ＨＡＯ)

　ニの上うな例は全部で2↓例あり，そのずべてにおレて，no doubt部コンマを伴って

文米位置に現杵ている。(6b)の上うにつ市部をもつnod()ubt部コンマを伴わずに文中

位置に生じる文は古語されないよ千万ある。また、ＢＮＣ中にもその上うな実例はな

い.

(ら)文頭の否定構成素が(i)の上うにコンマインド礼一ションに上十で生節から切り離

されるときには、ﾆﾉﾄﾞ語萌勤詞例置部起二らな汗

　(i)よln not m皿y years wi↓1Christmds 脳11on Sunday≒

　　　b. ln not many years, ChrレLmas wi1けall on SundayパEmond川-976: 28)

　一方，文頭位置にある副詞用法のno doubt は，コンマの有無に関わらず，主語助

針詞倒置の引方今とならない。

尚(T3ﾊﾟこおけるno doubtを一語のposslbly,Prohblyなどで置き換えることに問題が

ないがレそれを函〕H prohb出tyユthinkなどで置き換えると容認度が下がる。それ

を八,hereis no doubtやT have no douL辻の上うな挿大節で置き換える二とはほぼ不可

能である．つまり，３次語の内部構造が複雑になるほど容認度が下がる上うに見える。

上山氏が指摘する上うに，ニニでは知覚上の要因が関わっているかも知れない。

白U々面心r第３版(1965)，0五7〕)第ご版け988)，Cけ/〕)第６版け976)なとの英美辞書お

よび近年出版されている学習肝英和辞書T2種類を調査してみたところ，全部の辞首部

何らかの見出しを立てて，趾詞用法のno doubt の意味や用例を記述しＴいる。すな

わち，no doubt をひとつの語彙項目とレで扱っているよずつある。

(8)文頭，文中∧文米作置に生じる比率に関してprob計)1yやdoubtlessと比較するか

めに表２の頻度データに基づいて２項比率検定を行なった。その結果，nodoubtは文

頭，文末位置での使用比率が有意に高く、文中位置で使用される比率は有意に低いと

言える。

トレー

ｉ

副詞用法のnodoubt巾

(9)対応分析とは，頻度データ，質的データの俗体と変数との関連やパターン分析を行

う多変量解析の手法の一一-ごつである。金(2007: 87)によれば，分割表において行の項目

と列の項目の相関加鍛犬になるよう言行し列の鉄刀を告べ替え。関連性の強いもの

同士が近似になるような値をとるように処理される∧対応分析の実行環境として、

オープンソースのデータ解析・マイニンブ処理の専用ソフトＲを用いている。二ごで

は，Jeremy Mazet とFrancois Hussonの両氏によって提供されている片言分析牡た

めのＲ用パッケージFactoMineRを用いている。

けO)現時点ては次のような推論行可能であるうと考えているニすなわち，古川副を貪廿

文川詞にとってもっとち基本的な牡起位置は丈順位置であって，歴史的に行平い段階

Ｔ成立しかと仮.定レてみる。二の仮定の下では∧文中位置は派生的な付設です,るため，

比較的後の段階てはじ〕めて生起可能となる犬その際，反証副とし｡フご･于-･ｿﾞｼ.ﾊﾟﾆ確.｣ごとし｀し｡,て〕jじ,犬j

る成員から順次，文中位置で生起可能になると考えられる二文中位置への接近可能性

がニのように制限されているとすれば、文副詞とレレト分に確立していない半と階にあ

る成員加工の位置に生起するには，文言副としての解釈、機能を保障するために士特

訓などの助けを借Ｏる必背部生言るだろう、もし以上牡ような推論が成立……ﾔると牛れ

ば，証緋用法のno doubt 加コンマ音調を伴うニと加多いといテ事実から，現役英語の

段階ではたとえばprobablyばとにぼ古趾詞として成熟していない，と言えよう。

(H)..__｡般に法副詞は文を修飾できるけれど長修飾可能な文の種類に関して斜眼がある。

岡田(↓985:240バこよれば、法副詞は文が記述する工とがらの真実性に対する話し干の

確信の程度を表すものであるからレ言わ杵ているニとがらの真または偽を前提にして

いる文や，言われている工と加ら加真偽値白体をもたな回文とは財足し/証工　ニのよ

うな制限は言詞用法のno doubt にも同様に当てはまると思われる。

　(i)aプ目{eFe肛ets/T已s surp西土r俎づthat he ceFt岫nly ex皿11ned岫ﾚ出ec皿es

　　　b.*爪apparently油e had stayed 計home油e wouldn辻have nleレ慨(利

　　　　皿accident。

　　　cプ卜wish he, probably,hadnｽﾞt examined alohe ease剔

　(1i)aプけdoubt/Tt鉛(im)possib10 that比ey can ce出1inly le匹ee皿ヅ

　　　ｂプShe demands that certainly he examine aU the case出

　　　c｡*We ordered him cer拍jnly to examine aH the case良

　　　dプlf,ce討ainly , he examines aH I玉e cases, hew出find tしhetruth，

　　　eプCeFtainly,come and see me tom.orrow,，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(岡m 1985１52-159)

(12)岡田(↓985: 149)は(i)とかっ二内の文部同義でないことを観察している。

　(i)He combined zinc and, possibly sulphur.

　　　(≠Possibly,he combined zinc and sulphur.)

　ニの事実は，(i)のような文の生成において，法副詞をたとえば文順位置から移勤す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－↓5一一
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る派生方法が妥当てないことを示している。したがって，Ernst(1984)が主張するよ

うに法副詞などを名詞句副詞(NP adverb)としＴ名詞句左端の位置に基底生成する

方法が妥当と考えられる。

(↓2)表２および下の(i)式において，F(x)はコーパス中のandの頻度，F(y)は当該法副

詞の頻度，F(xy)はandと当該法副詞からなる２語連続，バイグラム(bigram)の頻度，

Ｎはコーパスサイズをそれぞれ表す。相互情報量(mutuaonformation)とは，コロ

ケーションの強さを測る統計量の--一万)で，次の式によって算出される。

（i）訂7‾＝

観測其起度数

　　　　　　　　一一一一一一一-－－一一-
　　　　　　　　一　期徨度数

F泳痩

月岡。

ｙ
yり斤り

Barnbrook(↓996)のように，底２の対数を用いてMIを算出することもある．

（ii）訂/‾
観測共起度数

　　　　　ﾄJダUI/ゝJ/ゝ/｀唯､｡二しｼﾞQ~
-1　一一一一一一一一一一一一一一
‾og2　期待度数

　B皿nbrookによれば，MT得点の値が３以上((ii)式で換算すると1.58以上)であ

るとき，有意であると判断できる．告別こおけるMT得点の右肩にある星図はニの基

準に基づいている．

引3)Hoppel〕nd Trau§ぶott(2㈲3八万催引によ，文法化における誇用談的推論の役割と具体

的右側を考察している．一一方、Traugott and Dasher(2001: 162)は，indeedの本来的

意味からの変化を論じる中で，確信度の高さが常に反意性(adversality)を引き起こす

と述べている．本橋で扱っているno doubt もまた本来的に高い確忖度を表わす点て、

意味変化の要因を内包している．すなわち，あるニとがらを｢何の疑いもない｣ほど

明らかという強い確信をTっけて告明することは，裏返すと，何らかの疑いを抱いてい

るから二子，それを隠し打ち消すための一一種の誇張表現が用いられていると解釈さ

れる可能性をうみだすと考えられる．

　法副詞のdoubtlessは綺語的，意味的にno doubt とよく似た性質を示す。おそらく，

doubtlessの意味変化についてもno doubt と同じ議論が当てはまると思われる。両者

の違いは、doubtlessのフオーマリティが高く、目語において極端に頻度が低い点てあ

る。詳細な談論は稿を改めで行うニとにしたい．
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